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国勢調査がはじまりました

 まず、「人口」について見てみると、2015年の沖縄の人口は、100年前より約2.5倍増加しており、全国の人口も約2.3倍増えています。

　「世帯数」についても、沖縄は約4.7倍、全国は約4.8倍増加していることが分かります。

　次に「平均寿命」については、厚生労働省「平成27年都道府県別生命表の概況」により「1975年」と「2015年」の状況について比較しま

した。

　2015年の沖縄の平均寿命は､1975年に比べ男女とも約１．１１倍の延びとなっています。一方、全国の平均寿命でも、男女とも約１．１３倍

の延びとなっています。

　令和２年国勢調査は、インターネットによる回答がすでにはじまっており、９月１４日(月)から１０月７日(水)までの間、インターネットによ

る回答が可能となっています。

　かんたん便利なインターネットでの回答にご協力よろしくお願いします。

　はいたい。9月になりました。気温30度を超える「真夏日」もまだ続いていますが、朝晩は涼しい風も感じられ過ごしやすい時季となり

ました。

　さて、今年は５年に一度の「国勢調査」が実施されます。

　「国勢調査」は統計法の規定に基づいて実施する人及び世帯に関する全数調査で、国及び地方公共団体における各種行政施策その

他の基礎資料を得ることを目的としています。

　大正９年(１９２０年)に第１回調査が実施され、今回の調査は21回目にあたり、実施100年の節目を迎えます。

　令和２年国勢調査の概要は次のとおりです。

　

沖　縄 全　国 全　国沖　縄

人口 571，572人 ５５９６万人 １億２７０９万人１，４３３，５６６人

　さて、今回は調査開始から100年目を迎える「令和2年国勢調査」にちなんで、第1回国勢調査時(1920年(大正9年))といまの人口、世

帯数などの状況について沖縄と全国を比較してみました(表1)。

表1　沖縄と全国のすがた

男 女男 女

世帯数 １１９，７６３世帯 １１２２万世帯 ５３４５万世帯５６０，４２４世帯

平均
寿命

男 女 男 女

80.27歳 87.44歳
※平均寿命は１９７５年(昭和５０年)

資料： 　総務省統計局「調査結果からわかること明日への統計２０２０」より、県統計課「長期時系列統計データ　国勢調査」より、
　　　 厚生労働省「平成27年都道府県別生命表の概況」

72.15歳 78.96歳 71.79歳 77.01歳 80.77歳 87.01歳
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